



































































































































































































































































































































































































性別 年齢別 居住期間別 職業別
男性 女性 60歳以上 60歳未満 15年以上 15年未満 観光関連 その他
2010年 19 12 15 16 15 16 20 11




















































石垣島 那覇市 沖縄本島 西表島 県外 その他の離島
2010年 28 6 2 5 3 1




50回以上 30～50回未満 10～30回未満 5～10回未満 5回未満 無回答
2010年 1 3 12 4 7 4


































































2010年 15 6 12 3 0 0 2 5 5 1
2015年 21 10 8 7 5 4 3 2 1 1
 （現地調査による：複数回答有）
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図6　架橋の必要性
左：2010年計31人・右：2015年計35人．
 （現地調査による）
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トは，「便利になる」10，「観光客の増加」が1回
答である（複数回答有）（図7）。便利になるとの
回答をさらに詳細に分析すると，「いつでも行け
る」および「急病の時に必要・医療機関に行ける」
各3，「緊急時に必要」，「食材や生活物資の確保」，
具体的な回答ではないが「便利になる」が各2回
答みられ，生活の利便性の向上と医療面の改善に
ほぼ集約された（複数回答有）。
次に，2015年の調査では，架橋のメリットは，
「便利になる」12，「西表島との交流が盛んになる」
が2回答である（複数回答有）（図7）。便利にな
るとの回答をさらに詳細に分析すると，「生活が
便利になる」5，「診療所に容易に行ける・特に急
患の時必要（夜間は3時間弱を要する）13）」3，「物
流面（仕入れを含む）で便利になる」および「定
期船の欠航時に必要」各2，「交流が活発になる」
が1回答で（複数回答有），架橋によるメリット
は2010年と同様に生活の利便性の向上にほぼ集
約され，食材をはじめ生活物資の調達と，医療面
の改善への期待が大きい。そのほかに，1回答な
がら便利になるが同時にルール作りが必要との回
答もみられた。このように，2010年，2015年と
もに類似した回答であった。
一方，架橋によるデメリットは，2010年は「自
然破壊・生活環境の悪化」8，「島である魅力がな
くなる」，「日帰り客の増加・宿泊客の減少」，「必
要性がない・無意味」各3，「船の所有者は困る」
2，「治安が悪化する」および「人口減少」が各1
回答である（複数回答有）（図8）。
2015年は，「自然破壊・生活環境の悪化」9，「島
である魅力がなくなる」7，「日帰り客の増加・宿
泊客の減少」および「必要性がない・無意味」各
2，「西表島との定期船（上原・鳩間島間）があれ
ば不要」および「島が無人化する」が各1回答で
ある（複数回答有）（図8）。2010年および2015年
ともに，「自然破壊・生活環境の悪化」が最も多
く，それ以外も比較的類似した回答が多い。なお，
「自然破壊，生活環境の悪化」にまとめたが，こ
れらには騒音，交通渋滞，交通事故や排気ガスの
増加，ゴミの不法投棄，島が汚くなるなども含ま
れている。さらに，「必要性がない・無意味」が
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図7　架橋のメリット
 （2010年と2015年の現地調査による：複数回答有）
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図8　架橋のデメリット
 （2010年と2015年の現地調査による：複数回答有）
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2回答みられた（2010年は3回答）。同様に堀本
（2013a）は，慶留間島は既に公的施設や売店があ
る阿嘉島と架橋されており，島民にとって阿嘉島
からその先の座間味島までの架橋の必要性はあま
りなく，かつその建設に莫大な経費を要すること
を知っていた場合もあると述べている14）。鳩間島
民の意識は，西表島ではなく多少時間を要しても
数々の都市機能が揃っている石垣島に向いてお
り，メリットがそれほど多くないため西表島との
架橋の必要性を感じていない。
このように，架橋によるメリットは便利になる
ことにほぼ集約されたが，デメリットは多岐にお
よんでいる。
ここで，2015年の調査において架橋は必要と
回答した12人について，属性により比較する。
内訳は男性6人，女性6人（男性19人，女性16人
中），60歳以上3人，60歳未満9人（60歳以上18人，
60歳未満17人中），居住期間15年以上3人，15年
未満9人（居住期間15年以上15人，居住期間15
年未満20人中），観光関連就業者3人，その他9
人（観光関連就業者14人，その他21人中）であ
る。
以下，調査対象者数の属性による回答者数の差
異を配慮しつつ考察する。性別では大きな差異
はなく，年齢別では60歳以上3人に対し60歳未
満が9人で比較的若いグループが，居住期間別で
は15年以上3人に対し，15年未満9人で居住期間
の短いグループが架橋を必要とする傾向が強いこ
とが分かった。中でも居住期間1年未満では8人
中6人，1年以上3年未満では3人中2人と居住期
間の極めて短い人が特に架橋を強く望む傾向があ
る。言い換えると架橋を必要としている12人中8
人が居住期間3年までの人で（居住期間3年未満
の回答者11人中8人），架橋を必要とする人の居
住期間に著しい特徴がみられた。臨時的任用教職
員を含む学校関係者や海浜留学生の親は，1年か
ら3年で島外へ転出する場合がほとんどで，彼・
彼女らは医療機関，スーパーなどが整った沖縄本
島や県外の都市部などから来島しており，生活の
利便性を優先し架橋を必要としている。
なお，比較的年齢層の若いグループ（60歳未
満）と居住期間の短いグループ（15年未満）の
回答者そのものが重複している場合が多い。その
多くが教職員や海浜留学生の親を含めた移住者で
ある。彼・彼女らのほとんどは観光関連就業者で
はなく，環境の悪化への懸念がない訳ではない
が，生活の利便性を重視し，架橋の必要性が高い
と考えている。
次に，職業別に比較すると，観光関連就業者が
35人中14人でやや母集団が少ないことを配慮し
ても，架橋が必要と考える人は3人のみである。
鳩間島では美しい海をはじめ，自然そのものが観
光資源である。中でも時にはプライベートビーチ
となることがある美しいビーチが，島内に数カ所
ある。さらに，堀本（2013c）は，民宿の全オー
ナーの回答を集計した結果，宿泊客はリピーター
が約63％を占めるなど，名所旧跡は少ないなが
ら，鳩間島へはのんびりと過ごすためにやって来
るリピーターの宿泊客が多いと指摘している。同
時に，客層の異なる日帰り観光客の増加により，
宿泊客が減少しないかと一部の島民は心配してい
る。また，観光業を営んでいる人にとっては，架
橋されることにかなり抵抗がある。堀本（2011）
の沖縄県本部町水納島における調査においても，
「島であることが観光客にとって魅力」との指摘
にみられたように，観光地化した離島に共通する
ことである。
急激に観光地化した鳩間島では架橋されると
「日帰り客の増加・宿泊客の減少」が2010年3回
答，2015年2回答みられ，入域観光客数が年間
387,952人15）ある西表島からの日帰り観光客の増
加が見込まれ，鳩間島での宿泊客の減少が予想さ
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れる。現在，西表島から鳩間島への日帰りが容易
なように船のダイヤが組まれ（逆は困難），石垣
島からも日帰りが可能で，宿泊客は2010年前後
と比べいくらか減少傾向にある16）。
Ⅵ　まとめ
本稿は，2010～2015年の5年間に起きた利便性
の低下の中で，架橋に対する島民意識に着目し，
2015年に再調査を行い，この期間の変化につい
て分析することを目的とした。
本研究で，明らかになった点は下記のとおりで
ある。
第1に，予想に反して1カ月におよぶ船の欠航
や，島内唯一の売店の閉店による利便性の低下は
あっても，架橋を不要とする人が多いことが分
かった。架橋による環境の悪化，島である魅力が
なくなる，宿泊客の減少が予想されるためであ
る。居住期間3年以上の鳩間島民に限れば，24人
中橋を必要と考えているのは4人のみで，一定の
居住期間を有する人のほとんどが橋を不要と考え
ていることが分かった。
その一方で，居住期間3年未満の多くの人は架
橋を必要とし，彼・彼女らの多くは都市部からの
移住者で，売店，医療機関などが西表島にあるた
め，生活の利便性を優先し，西表島との架橋を必
要としていることが分かった。
また，年齢が比較的高く，居住期間が長く，観
光関連就業者は架橋を不要とする傾向が強く，性
別による差異はほとんどみられなかった。
［付記］
本研究を行うにあたり，突然の訪問にも関わらず，
2010年の調査では31人，2015年の調査では35人の鳩間
島民の皆さまにご協力いただき，感謝いたします。特に，
島民の加治工氏からは実際の居住状況や島の行事，産業
構造等についてお教えいただき，そのほかにも多くの方
から鳩間島に関する情報をいただき御礼申し上げます。
注
1）  沖縄県には水納島が2島ある。北部にある本部町
水納島のほかに，宮古群島に含まれる多良間村水
納島がある。また，沖縄島が正式な島名であるが，
一般的に沖縄本島と言われているため，以下沖縄
本島とする。
2）  現在は片側路線のみ島内への車の乗り入れが可能
になったが，反対車線の場合は次のインターまで
行きUターンしなければならない。
3）  相対的に小規模離島からみて行政，経済，交通の
中心である島または本土を親島という。母島と表
記されることもある。
4）  2015年9月の調査当時の居住者数は，47人である。
生活の半分以上を鳩間島で暮らしている実質的な
居住者で，住民基本台帳に基づくものではない。
5）  小濱（1996）による。
6）  森口（1999）による。例年3月末に教職員の転勤，
海浜留学生の卒業や転校により，4月初めに教職員
や海浜留学生の転入があるまで，一時的に人口が
減少する。
7）  鳩間島の学校の役割については，堀本（2013b），
堀本（2010），堀本（2009），森口（2005）に詳し
く記載されている。
8）  海浜留学とは，個人と個人の契約により島外から
小中学生（ほとんどが県外出身の中学生）を島内
の家庭で受け入れ，島の学校へ通わせる制度で，
その小中学生を「海浜留学生」と言い，彼・彼女
らを預かる親を「受け親」と言う。愛情をもって
育てること，食事と部屋を提供することが受け入
れの条件で ,特に資格は必要ではない。資格を持っ
た里親が，行政からの依頼のもと里子として受け
入れる制度とは異なる。鳩間島では1983年度から
複数の島民が里親になり，沖縄本島の児童施設か
ら子どもの意志を尊重した上で，里子として受け
入れてきたが，近年は，里子の受け入れはなく海
浜留学生の受け入れのみである（鳩間島民A氏に
よる（2010年））。
9）  瑠璃の島の放映が後押しし，2006年から高速船が
運航を開始したが，その約10年前から島民は行政
に高速船の運航を陳情していた。前掲注8）A氏に
よる（2008年）。高速船は所要時間の短縮だけでな
く，貨客船の欠航時でも高速船のみ運航されるこ
とがあり，貨客船の欠航が多い鳩間島の場合特に
必要性が高い。ただし，例えば那覇と座間味島を
結ぶ航路では，高速船が先に欠航となり，貨客船
のみ運航されることがあり高速船であるが故に欠
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航率が低い訳ではない。
10） 前掲注8）A氏による（2015年）。
11） 鳩間島民B氏による（2015年）。また，人口50人
程度の離島で，夏期にいくらか観光客の利用があ
るものの，電気代などのランニングコストに加え，
離島ならではの輸送料が付加され，経営は困難で
ある（鳩間島民C氏による（2015年））。
12） 1軒は店主のリタイヤによる転出のため第三者へ譲
渡し，1軒は店主の死亡により親戚の民宿経営者
が分館として使用している（鳩間島民D氏による
（2015年））。このほかに新たに1軒が開業した結果，
軒数は同じである。
13） 急患時の所要時間は，天候によって異なる。かつ
て緊急搬送の際，医療の知識のある鳩間小中学校
の養護教諭と，鳩間島へ赴任していた教員の配偶
者が元看護士で，この2人で緊急ヘリの到着まで適
切な初期対応を行った結果，一命をとりとめ後遺
症もなく回復した事例がある（鳩間島民E氏およ
び鳩間島民F氏よる（ともに2012年））。
14） 慶留間島民G氏による（2010年）。
15） 鳩間島の再調査を行った2015年の入域観光客数で
ある。
16） 前掲注8）A氏および前掲注11）C氏による（とも
に2015年）。
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